
書
　
　
　
評

臼
。
蓉
目
玉
Q
Φ
影
9
σ
①
誤

U
審
ピ
9
旨
幽
｛
比
O
住
O
博
ω
び
①
＜
お
ひ
q
β
昌
窃
q

一
昌
U
①
口
け
u
α
O
ケ
一
山
Q
び
び
N
二
導

寓
9
汐
N
Φ
嬬
因
皿
O
財
ω
冨
旨
α
⇒
凶
O
暉

緒
ロ
く
○
じ
冨
ら
。
μ

鳴
も
、
馬
鳶
N
℃
簡
恥

　
中
世
の
い
わ
ゆ
る
平
和
運
営
が
、
そ
の
歴
史
的
意

昧
に
於
い
て
、
近
代
の
国
家
権
力
確
立
の
た
め
の
麿

力
な
理
念
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
、
我
が
国
で
は
す

で
に
、
堀
米
庸
三
教
授
の
す
ぐ
れ
た
労
作
（
「
中
世
後

期
に
お
け
る
国
家
権
力
の
形
成
」
史
掌
雑
誌
第
六
二

編
第
二
号
所
収
論
文
）
に
よ
っ
て
注
倒
さ
れ
た
所
で

あ
る
が
、
こ
れ
と
略
々
時
を
岡
じ
く
し
て
出
親
し
た

ゲ
ル
ソ
フ
ー
ベ
ル
の
前
掲
書
も
亦
、
平
和
運
動
の
か

か
る
意
昧
を
高
く
評
価
し
、
主
と
し
て
法
制
史
的
側

面
か
ら
、
近
代
国
家
へ
の
移
行
期
を
彩
る
平
翻
運
動

の
惟
絡
を
究
明
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

勿
論
、
両
者
の
主
張
は
必
ず
し
三
宮
一
で
は
な
く
、

秤

平
和
運
動
が
近
代
国
家
へ
の
突
破
q
と
し
て
も
た
ら

さ
ん
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
職
権
に
よ
る
裁
判
権
の
発

動
を
、
平
和
運
動
の
本
質
を
関
係
者
の
宣
誓
に
よ
る

集
団
契
約
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
つ
ば
ら
、
集
団

に
対
す
る
契
約
違
反
と
い
弓
面
か
ら
考
察
せ
ん
と
し

た
堀
群
小
教
授
に
対
し
、
ゲ
ル
ソ
フ
ー
ペ
ル
ー
か
平
和
運

動
を
か
か
る
も
の
と
し
て
捉
え
ず
、
国
家
権
力
の
側

か
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ヅ
な
「
平
和
令
」
発
布
を
重
要
視

し
て
、
宜
誓
に
は
翻
次
約
な
鋤
彫
し
か
認
め
て
い
な

い
こ
と
は
、
す
で
に
石
川
武
篇
に
よ
っ
て
、
史
学
会

第
五
十
二
園
大
会
西
洋
史
部
会
で
報
告
さ
れ
て
お

り
、
　
「
平
和
の
誓
」
　
Ω
o
竃
甲
午
ピ
鶴
亀
【
冨
q
o
⇔
隣
。
哉

の
性
絡
は
当
然
に
ゲ
ル
y
フ
ー
ベ
ル
を
支
持
す
る
も

の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
薪
進
の
ボ
ソ
大

学
私
講
師
の
手
に
な
る
本
書
は
、
そ
の
他
に
も
種
々

の
重
要
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
一
度
そ
の
大
要
を
紹
介
し
、
つ
い
で
、
私
な

り
の
見
解
を
こ
こ
に
述
べ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

　
ボ
ソ
法
律
学
論
集
（
ぎ
鐸
湯
冗
凋
0
9
浄
u
。
鼠
。
・
器
蕊
。
ゴ
龍
掌

濠
匿
〉
げ
ぎ
塾
ぽ
轟
魯
）
第
四
四
騰
に
あ
た
る
本
書

に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
ド
イ
ツ
の
平
和
運
動
は
、

表
題
の
示
す
通
り
に
、
　
一
一
こ
ご
五
年
の
フ
リ
ー

ド
リ
ッ
ヒ
ニ
世
の
　
「
帝
国
平
和
令
」
　
ま
で
を
対
象

と
し
た
も
の
で
、
主
と
し
て
、
口
O
O
。
口
　
H
・
舞
芭
嚢

O
o
需
。
ψ
鴇
＆
9
い
、
δ
Q
o
◎
o
　
以
α
ぎ
窪
　
Ω
o
穽
窪
窪
＆
曾
…

一
〇
Q
O
魁
○
陰
簿
。
剛
跳
騨
。
プ
巽
℃
「
o
く
ぎ
N
鍵
一
賞
訂
無
風
。
鳥
①
嚇
　
H
O
G
Q
㎝

護
9
ぎ
N
卑
男
鉱
。
冨
㈹
9
8
頓
剛
ユ
巴
聲
…
一
8
Q
σ
　
も
陰
。
プ
著
9
，
σ
㍗

m
o
ザ
窪
℃
賎
。
く
ぎ
蕊
巳
ざ
ロ
段
「
躍
餌
。
…
　
一
〇
り
継
　
馳
超
読
畠
⑳
門

℃
お
く
ぎ
鉱
a
寳
醤
亀
「
冨
師
①
…
　
　
H
O
の
恥
　
　
｝
潔
践
い
鴇
い
島
お
「

℃
3
く
ぎ
鉱
p
謡
舅
黛
鳥
。
鎌
③
…
一
一
〇
Q
◎
　
切
臥
島
巌
一
p
罫
亀
急
。
餌
P

類
O
ぎ
臨
O
調
　
H
＜
，
一
一
〇
睡
　
Q
D
O
ゲ
宅
μ
三
。
n
o
プ
無
月
3
誌
鐸
臥
p
7

　
　
　
　
　
　
、

劉
⇔
象
券
留
…
羅
O
窃
閑
魚
。
プ
験
σ
q
o
器
切
窪
＆
2
く
．
屠
。
門
阜

剛
鴇
n
ヨ
恥
　
目
O
窃
　
　
困
。
⇔
い
雰
昌
N
ω
【
　
　
O
o
簿
①
蹴
瓢
O
飾
露
ご

一
躍
リ
　
カ
。
圃
。
び
出
柊
町
誌
ゆ
偶
ρ
　
鵠
①
ぼ
ユ
。
プ
　
＜
∴
　
一
鯵
一

力
目
撃
巴
琶
亀
嵩
＆
ρ
鵠
急
賢
嵩
。
プ
〈
∴
　
一
お
9
1
拶
臥
9
甲

㌶
謬
亀
凱
。
庫
ρ
　
壽
。
ヨ
臥
。
プ
＜
∴
　
　
罵
凶
切
拶
魚
。
プ
算
淳
阜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
β

黛
＆
ρ
　
H
b
昏
繋
く
●
ω
毛
噂
回
鰐
ご
賢
σ
q
い
　
置
ミ
　
切
上
・

謡
ψ
畠
費
　
℃
δ
〈
ぎ
N
貯
二
9
羽
蟻
缶
。
偶
2
　
　
一
お
q
　
男
魚
。
冨

回
§
段
莞
“
ρ
　
ご
爵
霞
　
ぐ
匿
　
ω
口
℃
笠
ぎ
げ
霞
σ
q
…
　
置
ミ

幻
。
営
げ
巴
磐
鶴
岡
①
q
ρ
　
賭
。
⇔
野
島
嵩
剛
∴
　
　
ご
切
ト
っ
　
㏄
o
M
り
－

堵
欝
σ
営
9
る
「
℃
H
o
〈
ぎ
鉱
巳
一
物
ロ
象
「
δ
臼
の
　
　
置
㎝
悼
労
銘
9
同
？

周
碧
段
旨
負
ρ
　
閃
影
象
。
ぴ
一
．
　
　
製
錬
　
津
旨
ω
。
冨
鱈

℃
δ
〈
汐
蔦
巳
㌶
謬
黛
二
〇
蟻
2
回
一
誘
労
。
声
パ
巳
鑓
○
ご
費
ピ
騨
箒
阜

津
寄
q
①
　
　
h
鱗
【
　
H
）
O
μ
駐
O
ゴ
】
P
昌
餌
嬬
調
q
　
岸
P
一
冨
旨
　
舅
、
「
冨
無
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

凱
。
プ
回
∴
一
一
譲
ピ
碧
象
膏
釦
。
一
彰
＝
g
琴
α
q
p
三
目
お

九
五
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九
．
六

拶
げ
①
凶
篤
臨
ぎ
謀
8
プ
鐸
　
　
℃
門
。
《
剛
コ
鉱
p
娼
p
芦
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臨
巴
①
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ご
G
◎
①

弱
§
α
い
帥
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記
σ
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亀
℃
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臥
①
画
凱
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び
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O
ピ
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象
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⇒
嵩
げ
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這
ミ
ヵ
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囲
二
巴
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＆
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三
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弱

く
・
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嘩
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げ
蔓
珍
襲
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冨
O
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o
　
男
鉱
9
匹
象
亀
謡
鑑
ρ
　
○
嘗
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＜
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H
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島
誤
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島
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く
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島
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犠
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幽
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悼
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瓢
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膏
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熱
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U
p
p
亀
町
①
幽
。
　
ぎ
日
　
国
『
盤
3
　
　
一
ト
O
c
o
膳

拶
。
胃
財
匹
舅
無
二
氏
ρ
　
嵩
。
ぎ
嵩
。
甥
　
Q
鋒
ウ
脚
　
爲
。
。
“

》
魚
。
寓
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H
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鎌
P
　
閑
臥
①
費
憲
り
H
H
H
●
に
お
け
る
具

体
納
性
絡
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筆
者
は
そ

の
成
果
を
、
ご
δ
ぴ
q
⑦
望
㎡
①
O
籍
謬
巳
μ
σ
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質
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困
う
口

亀
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山
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d
同
。
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ぴ
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騨
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》
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Ω
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①
い
坤
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①
鐸
…
　
U
δ

Ω
O
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①
α
Φ
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紘
頓
　
く
O
汽
ひ
陣
9
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鳥
O
械
　
H
」
鍵
飼
黛
鼠
O
斜
0
露
脚

U
窪
O
o
潔
童
蒙
σ
Q
H
雪
飾
　
曾
「
　
H
・
§
象
臥
＆
曾
…
　
U
鍵

い
舅
山
妻
＆
g
器
律
憎
U
一
①
≧
乱
臥
煙
琶
三
二
戦
竃
諺
い
。
…

d
2
　
C
げ
。
嶺
昌
σ
q
書
『
唱
9
巳
凶
畠
g
Q
Q
鍵
端
。
一
転
・
碧
鳥
－

津
寄
幽
O
　
二
⇒
衛
　
釦
O
械
　
図
上
μ
◎
⇔
．
　
ピ
P
瓢
象
急
O
師
O
昌
　
鐸
冨
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

く
費
ご
話
O
ぎ
⇒
　
の
九
章
に
分
け
て
、
叙
述
し
て
い

る
。

X

×

　
先
ず
、
第
一
章
「
ド
イ
ツ
に
於
け
る
ラ
ン
ト
・
プ

リ
ー
デ
y
驚
動
の
精
御
酌
原
理
」
は
、
中
世
法
の
特

質
か
ら
叙
述
を
進
め
る
。
も
と
も
と
ゲ
ル
マ
y
人
に

あ
っ
て
は
、
　
ω
骨
唱
。
と
Q
Q
霞
9
は
権
力
の
ト
レ
ー
ガ

ー
と
し
て
は
平
等
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
、
　
「
復
讐

権
」
の
如
き
も
の
も
、
　
碧
p
暮
か
ら
ω
首
罪
に
委
任

さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
ω
帯
罵
固
膚
の
原
理
と
考
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
、
か
か
る
二
重
の
構
造
は
、
夫
々

質
的
に
は
全
く
異
っ
た
要
素
か
ら
形
成
さ
れ
て
居

り
、
合
法
的
な
も
○
弓
唱
。
権
力
の
発
現
た
る
い
わ
ゆ
る

腎
窪
負
⑦
は
、
理
論
的
に
は
、
国
家
の
側
か
ら
見
て
、

否
建
さ
れ
る
べ
き
対
象
に
は
な
ち
な
い
。
フ
ラ
ン
ク

時
代
の
喝
①
裁
。
党
費
姦
婦
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
、

句
。
霞
。
に
代
る
腰
罪
金
授
受
の
繋
累
や
、
一
定
の
地

域
や
入
物
に
対
す
る
王
の
保
護
（
H
燦
凱
σ
q
馨
ぎ
ε
も

亦
、
本
質
的
に
は
か
か
る
権
力
構
造
に
変
革
を
も
た

ら
す
も
の
で
は
な
く
、
単
に
Q
a
首
罵
権
力
に
あ
る
程

度
の
規
酬
制
を
掬
え
て
、
国
家
と
の
関
係
を
強
化
せ
ん

と
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
落
蓋
が

か
か
る
o
Q
首
丈
①
権
力
に
対
『
し
て
勝
利
を
得
て
、
属
し

い
法
秩
序
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
形
で

の
、
根
本
的
な
理
念
の
転
換
Q
脅
9
≦
ρ
轟
＆
が
必

要
と
さ
れ
る
。
こ
・
り
し
た
｛
慧
昧
で
、
ゲ
ル
ン
フ
ミ
ベ

ル
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
は
第
一
一
の
ク
リ
ス
ト

教
化
運
動
た
る
ク
ル
雪
曇
ー
改
革
及
び
そ
れ
に
刺
戟

さ
れ
た
「
神
の
平
和
し
（
0
9
阿
。
ψ
ま
9
コ
口
運
動
の
将

つ
慧
義
を
高
く
評
価
す
る
。
十
字
軍
運
動
や
騎
士
道

精
神
を
産
ん
だ
こ
5
し
た
ク
リ
ス
ト
教
理
念
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
、
平
和
運
動
は
よ
5
や
く
前
途
の
光
明

を
見
出
し
、
後
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
理
念
や
、
ド
イ

ツ
に
於
け
る
テ
リ
ト
リ
ウ
ム
内
部
で
の
領
常
的
な
平

和
築
現
へ
の
端
緒
が
ひ
ら
か
れ
た
の
で
あ
る
。

X

X

　
と
い
っ
て
、
「
神
の
平
和
」
以
前
に
、
平
卸
へ
の

企
図
が
全
然
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
孟
早
の

「
神
の
平
和
声
々
以
前
の
十
一
世
紀
の
平
和
へ
の
努

力
」
は
、
か
か
る
企
図
を
叙
述
の
対
象
と
す
る
。
け

れ
ど
も
、
こ
の
よ
5
な
前
期
的
運
動
の
す
べ
て
は
、

散
発
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
立
法
性
を
欠
い
て
い
た

が
た
め
に
、
慣
習
法
へ
の
信
頼
の
根
強
い
当
時
に
あ

っ
て
は
、
つ
い
に
永
続
的
な
逆
歩
を
占
め
る
こ
と
は

鐵
来
な
か
っ
た
。
か
か
る
デ
ソ
ド
慣
ッ
ク
を
打
破
す

る
の
は
、
そ
の
立
法
を
「
神
に
よ
る
」
と
し
た
「
神

の
平
和
令
」
で
、
こ
の
点
、
平
和
運
動
の
歴
史
濠
連

続
的
発
展
を
遂
げ
た
も
の
で
な
く
、
　
「
神
の
平
和
し
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に
よ
る
黒
し
い
理
念
の
導
入
及
び
そ
れ
以
前
と
の
一

応
の
断
絶
が
主
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

×

×

　
け
れ
ど
も
，
中
世
の
平
和
運
動
に
お
け
る
「
神
の

平
和
」
の
意
義
は
、
そ
れ
自
体
の
成
功
不
成
功
よ
り

も
、
む
し
ろ
、
・
後
の
時
代
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
点
に
求
め
ら
れ
る
。
第
三
誰
阜
の
「
ラ
ン
ト
。
ブ
リ

…
デ
ン
の
前
段
階
と
し
て
の
神
の
平
和
」
は
か
か
る

観
点
か
ら
叙
述
さ
れ
る
。

　
も
と
も
と
「
神
の
平
和
」
が
ラ
ン
ト
・
プ
リ
書
デ

ン
と
対
立
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
ト
レ
γ
ガ

ー
が
教
会
権
力
者
で
あ
っ
た
が
た
め
で
、
ド
イ
ツ
に

あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
一
つ
の
瞬
ぎ
冨
昌
σ
q
O
山
窟
と
考
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
拘
山
東
力
は
決
し
て
各
成
員

の
騰
約
（
図
裁
）
に
基
く
も
の
で
は
な
い
。
ど
い
5
の

は
、
誓
約
の
脇
独
制
と
い
う
事
爽
が
先
行
し
て
お
り
、

且
つ
、
誓
約
を
な
し
た
人
は
一
部
で
、
し
か
も
そ
れ

は
お
互
い
に
対
し
て
で
な
く
、
神
に
な
塔
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
場
合
、
大
衆
の
カ
に
か

な
り
の
重
点
の
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
民
出
身

の
宰
器
隠
妻
岩
茸
器
ロ
の
如
き
も
の
を
確
か
め
る
こ

欝

評

と
は
雌
来
な
い
が
、
大
衆
の
「
神
の
平
和
」
へ
の
参

加
に
つ
い
て
は
、
幾
多
の
史
料
的
裏
付
を
見
る
こ
と

が
轟
来
る
。

　
所
で
、
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
と
「
紳
の
平
和
」

は
、
そ
の
対
象
と
す
る
も
の
は
極
め
て
類
似
し
て
い

る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
こ
で
利
用
さ
れ
る
刑
法
組
織
に

お
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
対
照
を
示
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
勿
論
、
世
俗
刑
罰
と
数
会
刑
罰
の
差
異

に
帰
藩
…
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
と
い
っ
て
、
ラ
ン

ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
の
成
立
禍
…
程
を
、
「
神
の
平
和
」

の
漸
進
的
世
俗
化
と
し
て
捉
え
る
の
は
正
し
く
な

い
。
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
と
近
代
国
家
の
成
長
は

不
可
分
に
結
び
付
い
て
居
り
、
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ

ソ
の
持
つ
新
し
い
司
法
翻
度
は
、
か
か
る
国
家
の
自

主
約
な
形
成
物
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ

ば
、
教
会
は
平
和
運
動
に
新
し
い
原
動
力
を
与
え
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
完
成
は
逆
に
、
石
建
的
要

素
を
払
拭
し
た
後
、
成
立
期
の
近
代
臨
家
に
よ
っ
て

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

×

×

　
つ
い
で
、
．
第
四
章
の
「
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
の

適
用
根
鍵
」
で
、
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ソ
に
つ
い
て

の
藻
礎
的
な
問
題
の
考
察
が
進
め
ら
れ
る
。

　
ラ
ン
ト
・
ブ
リ
L
デ
ソ
の
場
A
口
も
、
「
紬
…
の
平
和
」

と
同
じ
く
、
、
そ
の
成
立
の
根
拠
は
、
契
約
的
な
宣
誓

の
由
丁
に
は
求
め
ら
れ
な
い
。
第
一
に
は
、
ラ
ン
ト
・

フ
リ
ー
デ
ン
の
軸
駅
寺
一
に
闘
四
す
る
盛
め
ら
ゆ
る
こ
と
に
責

任
を
持
っ
た
の
は
、
わ
ず
か
の
少
数
．
漕
の
み
で
あ
っ

て
、
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
y
の
襯
…
津
山
・
に
立
つ
・
す
べ

て
の
住
民
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
は
、
貸
入

の
誓
約
に
重
点
が
あ
れ
ば
当
然
成
立
す
る
筈
の
、
政

治
的
国
境
を
越
え
る
広
汎
な
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ソ

運
動
は
当
時
一
度
亀
出
現
し
て
い
な
い
こ
と
が
そ
の

理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
寛
誓
の
強
制
が
存
在
し

た
り
、
罰
則
の
親
定
が
ご
三
碧
騨
．
．
（
若
し
誰
か

が
）
と
漠
然
た
る
表
現
で
な
さ
れ
て
い
る
ご
と
も
、
、

ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
の
か
か
る
本
質
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
宜
誓
は
ぎ
蕊
陣
「
巳
a
く

な
竜
の
で
な
く
、
　
単
に
驚
乙
p
舞
。
蔚
。
ず
な
も
の
と

．
考
え
ら
れ
る
。

　
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
は
そ
の
適
用
範
囲
に
よ
っ

て
、
　
℃
旨
く
ぎ
臨
池
｝
p
鐸
繰
門
構
Ω
ρ
隠
魚
9
ド
瓢
p
ロ
律
「
ぼ
（
げ
こ

分
け
ら
れ
、
前
者
は
更
に
、
王
の
三
七
の
あ
る
も
の

と
、
そ
5
で
な
い
純
粋
の
も
の
と
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
を
時
期
的
に
見
れ
ば
、
　
「
紳
の
平
和
」
の
産
ん

だ
平
和
理
念
に
従
っ
て
、
一
番
は
じ
め
に
出
現
し
た

九
㌻

（　4e7　）



欝

の
は
、
純
粋
の
℃
δ
二
翼
Σ
ぎ
賢
無
械
δ
幽
。
で
、
そ
れ
が

や
が
て
皇
帝
の
干
渉
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
、
後
に
再

び
合
臼
朗
な
性
絡
を
以
て
登
場
し
、
　
ラ
ン
デ
ス
ホ

可
ハ
イ
ト
　
（
じ
p
昌
山
。
い
ぎ
ぎ
δ
形
成
の
有
力
な
武
器

と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
聞
、
　
》
鉱
。
冨
強
＆
o
は
、

拡
大
さ
れ
た
．
℃
・
。
旨
・
軽
霞
酵
藍
・
と
し
て
、

特
に
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ル
家
の
ヘ
ル
シ
ヤ
フ
ト
理
念
の

下
に
、
帝
圏
全
域
に
わ
た
る
新
た
な
立
法
と
し
て
登

場
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
結
局
は
下
層
の
住
畏
の
中

に
充
分
な
根
を
お
ろ
す
こ
と
が
繊
来
ず
、
新
し
い
テ

リ
ト
リ
ウ
ム
形
成
の
蔭
に
か
く
れ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。

×

×

　
か
く
の
如
く
、
ラ
ン
ト
・
プ
リ
1
デ
ソ
に
お
け
る

寛
鞍
の
意
義
が
必
ず
し
も
一
次
的
な
も
の
で
な
い
と

す
れ
ば
、
．
そ
れ
を
如
何
に
解
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
ら

か
。
第
五
出
馬
の
「
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ソ
宣
誓
こ
は

こ
の
こ
と
を
叙
述
の
対
象
と
す
る
。

　
先
ず
、
誰
が
何
を
誓
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、

官
露
撃
茎
の
範
臨
に
つ
い
て
は
別
段
の
窟
め
は
な
い
。

、
ヨ
髭
超
駄
超
驚
、
、
、
ζ
§
巳
篇
舅
　
ざ
8
曇
管
暇
ぎ
p
亭

9
ψ
簿
覧
。
げ
。
ジ
、
、
弛
く
一
巳
）
蕊
歴
覧
毛
④
H
誉
μ
い
、
．
な

ど
の
言
葉
で
現
わ
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
下
層
の

階
級
の
心
々
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

し
、
又
、
時
に
は
、
ド
イ
ツ
王
す
ら
自
身
宣
誓
を
な

す
こ
と
も
あ
っ
た
。
　
唯
、
　
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
宣
誓
の
　
幽
①
『

ご
【
p
8
決
。
躍
な
手
絡
…
と
も
関
連
し
て
、
そ
の
形
式
は

客
観
的
に
決
っ
て
い
る
と
い
ら
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
性
絡
を
持
つ
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン

宜
誓
は
、
ゲ
ル
ソ
フ
ー
ベ
ル
に
あ
っ
て
は
、
古
く
か

ら
の
寓
碧
◎
o
創
臼
Q
e
夢
自
民
冨
似
9
や
α
器
量
3
葛
昌
。
峯

に
・
田
来
す
る
竜
の
で
は
な
く
、
　
浮
げ
ぞ
霞
ご
琶
創
霞
に

で
は
な
し
に
　
「
神
の
平
和
」
　
を
契
機
と
す
る
、
平

和
運
働
の
薪
し
い
産
物
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

「
私
」
が
で
な
く
、
「
我
々
し
が
誓
5
と
い
う
点
に
、

彼
は
こ
の
宣
誓
の
申
に
、
多
く
の
無
名
の
住
畏
を
平

和
運
鋤
に
鋤
員
せ
ん
と
の
理
念
が
存
在
す
る
と
考
え

る
。　

で
は
、
宣
誓
を
拒
否
し
た
も
の
は
、
い
か
な
る
理

由
に
よ
っ
て
費
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

ろ
5
か
。
　
こ
こ
で
著
者
は
、
　
宜
誓
拒
否
の
中
に
、

奪
㊦
α
σ
話
鼻
①
騎
。
財
な
意
図
を
読
み
と
ら
ん
と
す
る
中

世
的
法
思
想
に
言
及
す
る
。
亀
と
も
と
は
、
　
匿
阜

毒
O
団
σ
Q
窪
魚
と
司
汽
ぼ
畠
ご
器
鼻
錠
は
平
和
運
動
に
と
っ

て
は
同
じ
よ
5
な
敵
と
観
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

×

×

九
八

　
近
代
国
家
権
力
形
成
の
機
運
が
未
だ
充
分
に
黙
し

て
い
な
か
っ
た
当
直
吋
に
あ
っ
て
、
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー

デ
ン
運
鋤
を
有
効
に
実
行
す
る
唯
一
の
方
策
と
し
て

て
、
大
衆
の
動
員
Q
凶
。
》
客
剛
く
器
盃
ロ
鵬
餌
曾
窯
9
器
O

つ
ま
り
人
昆
全
体
の
力
の
利
用
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
第
六
章
の
「
大
衆
の
動
員
」
は
か

か
る
意
昧
を
以
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

　
も
と
も
と
、
　
「
神
の
平
和
し
に
於
い
て
は
、
一
応

は
、
従
来
の
世
俗
権
刀
と
関
係
な
し
に
そ
の
理
念
の

実
現
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ

で
は
薪
し
い
司
法
権
の
ト
レ
ー
ガ
ー
と
し
て
の
入
畏

の
地
位
が
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
世
俗
権
力
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ

ヴ
に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
た
が
故
に
、
伝
統
曲
な
法
稜

序
と
の
関
連
の
強
か
っ
た
ラ
ン
ト
・
プ
リ
！
デ
ソ
の

場
合
は
、
そ
れ
程
ま
で
の
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、

や
は
り
、
そ
の
成
功
不
成
功
は
、
人
民
の
動
員
如
価

に
か
か
ウ
て
居
り
、
津
冨
き
お
島
巽
の
追
求
に
あ
た

っ
て
は
、
彼
ら
の
力
が
大
幅
に
利
用
さ
れ
た
。

　
「
大
衆
の
動
員
」
に
関
連
し
て
問
題
と
な
る
の

ば
、
当
時
、
農
民
の
武
装
禁
亙
が
屡
々
く
り
返
さ
れ

（　408）



て
い
る
と
い
弓
事
実
で
あ
る
。
ゲ
ル
ソ
フ
ー
ベ
ル
は

こ
の
場
合
、
平
和
の
実
現
と
武
装
解
除
を
関
連
付
け

る
考
え
方
に
強
く
反
対
し
て
、
少
く
と
も
住
民
の
一

部
に
す
ぎ
な
い
農
民
の
み
を
対
象
と
し
た
武
装
禁
止

ほ
、
農
民
の
み
を
犠
腔
に
供
す
る
結
果
と
な
る
の
は

当
然
で
、
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
運
動
と
ほ
何
の
関

係
も
な
い
、
全
く
別
種
の
考
慮
か
ら
当
て
来
た
も
の

で
あ
る
と
す
る
。

×

×

　
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
に
お
け
る
喝
膏
鳥
ぼ
8
9
8

に
対
す
る
刑
罰
は
、
少
く
と
も
原
則
的
に
は
体
刑
を

主
と
し
た
点
で
、
従
前
の
醗
罪
金
糊
慶
と
は
著
し
い

対
照
に
立
つ
も
の
で
・
あ
っ
た
。
第
七
章
の
「
体
刑
へ

の
移
行
」
は
こ
の
こ
と
を
問
題
と
す
る
。

　
近
代
国
家
へ
の
途
上
に
患
現
し
た
こ
う
し
た
体
刑

が
、
如
何
な
る
因
由
に
基
い
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
古
来
幾
多
の
学
説
が
夫
々
の
説
明
を
与
え
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
水
平
化
運
動
に
よ
っ
て
、
元
来
は
不

自
由
昆
の
み
に
科
せ
ら
れ
て
い
た
体
刑
が
、
広
く
普

逸
的
に
適
用
さ
れ
る
よ
〉
つ
に
な
っ
た
と
の
塁
審
、
当

疇
の
共
同
体
精
神
の
成
長
が
、
↓
公
法
的
犯
罪
観
ウ
・
賜

ん
で
体
刑
を
魚
．
た
ら
し
た
と
の
学
観
、
あ
る
い
は
、

ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ソ
と
は
関
係
な
し
に
、
当
時
の

轡

評

立
法
者
が
体
刑
を
創
出
し
た
と
の
学
説
、
ゲ
ル
マ
ン

旧
来
の
破
廉
恥
罪
に
対
す
る
体
刑
が
そ
の
ま
ま
残
存

し
て
、
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ソ
に
組
み
入
れ
ら
れ

た
之
の
学
説
、
更
に
は
、
ラ
ン
ト
。
フ
リ
ー
デ
y
宜

誓
が
体
刑
導
入
の
．
モ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
と
す
る
聾
祭

び
餐
畠
夢
8
藷
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
以
前
の
実
質

法
と
し
て
の
刑
法
の
中
に
、
そ
の
体
刑
の
淵
源
を
求

め
る
こ
れ
ら
の
学
説
の
何
れ
も
、
ゲ
ル
ソ
フ
ー
ペ
ル

に
あ
ワ
て
は
妥
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し

ろ
、
　
「
大
衆
の
動
員
」
に
よ
っ
て
変
革
を
受
け
た
刑

事
手
続
法
の
申
に
、
体
刑
へ
の
出
［
発
点
が
見
出
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
神
の
平
和
」
と
の
閾
連
が
密
旨

な
う
y
ト
ザ
フ
リ
ー
デ
ソ
に
於
い
て
、
体
刑
へ
の
移

行
が
よ
り
濃
厚
な
の
も
、
か
か
る
推
定
を
可
能
な
ら

し
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
X

　
そ
れ
で
は
、
も
と
も
と
中
世
の
二
重
権
力
構
造
の

一
環
を
な
し
て
い
た
、
か
つ
て
は
合
法
的
な
労
①
。
㌶
甲

羅
達
包
で
㌫
め
っ
た
同
㊦
げ
餌
O
は
、
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ

ン
運
鋤
…
の
進
展
の
前
に
、
如
何
な
る
変
容
を
遂
げ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
第
八
章
「
ラ
ン
ト
・
ブ

リ
ー
デ
ン
と
フ
孤
ー
デ
」
の
課
題
で
あ
る
。

　
甥
。
区
①
の
行
使
が
合
怯
的
で
あ
る
に
し
た
所
で
、

現
実
に
は
、
そ
れ
は
上
層
階
級
の
み
の
な
し
得
る
所

で
、
農
民
や
市
民
の
場
合
に
は
、
そ
の
内
で
も
精

々
、
殺
人
に
対
す
る
復
讐
（
墨
画
箪
。
プ
O
に
す
ぎ
な

か
ワ
た
。
従
っ
て
、
申
世
国
家
が
近
代
へ
の
移
行
期

に
あ
た
っ
て
克
服
七
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
焔
．
帖
、
主

と
し
て
”
葺
①
臨
O
プ
q
O
で
あ
っ
た
。

　
け
れ
ど
も
、
中
世
麟
家
の
　
｝
ρ
峯
。
門
h
魯
（
げ
に
深
す

る
闘
い
は
、
決
し
て
輝
か
し
い
勝
利
の
連
続
で
は
な

か
っ
た
。
強
力
な
司
法
制
度
の
確
立
が
あ
ワ
で
は
じ

め
て
、
　
こ
の
こ
と
．
が
可
能
に
な
る
に
も
拘
ら
ず
、

そ
れ
は
か
な
り
困
難
な
課
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
王
が
遂
に
自
ら
勝
利
を
傳
る
こ
と
が
出

来
ず
、
最
後
の
栄
冠
を
テ
リ
ト
リ
ウ
ム
領
主
に
ゆ
ず

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
竜
、
こ
5
し
た
事
情

に
基
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
閑
①
プ
q
O
に
虹
刈
す
る
闘
い
に
お
い
て
、
ラ
ン
ト
・
ブ

リ
ー
デ
ン
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
国

家
の
司
法
権
に
よ
っ
て
、
悔
象
q
①
を
完
全
に
除
去
し

よ
》
つ
と
す
る
凱
帥
鶏
欝
び
鵠
幽
①
＆
o
譲
9
ゆ
⇔
魁
H
ヨ
。
詰
あ
る
程

度
の
制
限
を
加
え
る
丈
で
満
足
す
る
幽
①
一
顧
。
お
σ
q
o
ぎ
9

＜
o
臣
島
二
重
。
コ
”
H
ッ
貯
留
の
起
り
得
る
可
能
性
を
な
く

そ
ろ
と
す
る
　
塗
凱
①
お
ひ
9
窪
盆
寓
p
ゆ
詳
号
影
窪
が

九
九
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醤

そ
れ
で
あ
る
。
第
一
の
場
合
に
対
し
て
は
、
　
局
塾
留

の
禁
止
と
司
法
制
度
の
整
備
が
主
眼
点
と
な
り
、
第

二
の
も
の
で
は
、
団
臨
終
。
の
行
使
に
種
々
の
手
続
上

の
制
隈
を
潰
え
た
り
、
婦
女
子
、
教
会
関
係
者
、
農

民
、
商
入
な
ど
を
甥
魯
q
o
権
の
対
象
か
ら
除
外
し
た

“
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
第
ご
一
の
も
の
で

は
、
種
々
の
形
で
の
武
装
禁
止
が
採
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。

×

×

　
最
後
に
、
第
九
章
で
は
「
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ソ

と
犯
罪
」
の
関
係
が
、
考
察
の
対
象
と
な
る
。

　
も
と
も
と
ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
の
目
的
が
、
暴

力
行
為
の
至
芸
に
あ
る
以
上
、
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
合
法
的
な
H
或
己
⑦
だ
け
で
な
く
、

通
常
の
暴
力
犯
罪
を
竜
含
ん
で
い
る
の
は
当
然
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
で
特
に
犯
罪
行
為
が
問
題
と
な
る
の

は
、
被
害
者
の
身
分
、
犯
罪
雛
生
地
、
犯
罪
福
生
時

期
に
関
係
な
く
、
体
刑
が
常
に
誰
に
で
も
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
5
点
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
ゲ
ル
ソ
フ
ー
ペ
ル
は
こ
の
章
で
、
窃

「
盗
、
強
姦
及
び
婦
女
誘
拐
、
強
盗
、
放
火
、
俳
風
、

殺
人
及
び
煽
害
な
ど
の
犯
罪
と
霞
さ
れ
た
行
為
に
つ

い
て
検
討
し
、
つ
い
で
、
、
死
刑
、
四
肢
切
断
刑
、
烙

印
刑
、
答
刑
、
被
害
者
に
対
す
る
腰
罪
金
で
な
く
し

て
国
家
に
対
す
る
罰
金
、
追
放
刑
な
ど
、
ラ
ン
ト
・

フ
リ
ー
デ
ン
の
刑
罰
組
織
に
つ
い
て
、
具
体
約
な
考

察
を
進
め
る
。
唯
、
こ
れ
ら
の
体
刑
を
統
一
づ
け
る

よ
う
な
明
確
な
原
理
は
、
当
時
未
だ
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

X

×

　
与
え
ら
れ
た
紙
数
が
つ
き
た
の
で
、
果
し
て
若
者

の
真
意
を
充
分
に
尽
し
得
た
か
ど
5
か
疑
問
で
あ
る

が
、
以
上
で
大
体
、
粗
雑
な
紹
介
を
終
る
こ
と
に
し

て
、
次
に
、
若
干
、
批
評
め
い
た
こ
と
を
付
け
加
え

て
お
き
た
い
。

　
中
世
に
お
け
る
平
和
運
動
を
、
近
代
国
家
の
成
立

過
程
と
関
連
せ
し
め
る
捉
え
方
は
、
従
来
の
こ
の
問

題
の
採
り
上
げ
方
で
は
、
余
り
明
確
に
は
意
識
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
点
、
ゲ
ル
ソ
フ
ー
ベ

ル
の
研
究
は
、
堀
米
教
授
の
そ
れ
と
共
に
、
高
く
評

価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
こ
と

を
な
す
に
Φ
め
た
っ
て
、
ゲ
ル
ソ
フ
ー
ベ
ル
が
、
法
制

史
で
は
と
侍
す
れ
ば
見
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
、
住
民
の

大
多
数
を
占
め
る
農
民
層
の
鋤
向
を
、
種
々
な
史
斜

蘭
制
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
幅
に
考
慮
に
入
れ
て

い
る
点
は
、
こ
こ
に
特
筆
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
Q
O

い
。
　
更
に
、
彼
の
叙
述
が
、
在
来
の
掌
説
を
覆
み
る
に

あ
た
ウ
て
、
い
わ
ゆ
る
公
文
書
に
属
す
る
「
平
和
令
」

の
分
析
検
討
に
終
始
す
る
丈
で
な
く
、
諸
処
に
年
代

記
な
ど
の
記
述
史
料
を
援
用
し
て
い
る
点
も
、
澱
近

に
お
け
る
学
界
の
史
料
操
作
の
傾
向
と
も
網
応
し

て
、
き
わ
め
て
賦
一
味
厳
い
。

　
唯
、
こ
の
書
物
の
重
要
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
、

平
和
運
動
を
「
宜
誓
契
約
で
な
く
上
か
ら
の
法
令
」

と
し
て
捉
え
る
い
き
方
に
つ
い
て
二
巴
し
た
い
。

　
た
し
か
に
石
川
氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
う

し
た
把
握
は
、
近
代
岡
家
成
立
と
の
関
連
を
、
よ
9

ス
ム
ー
ス
に
理
解
す
る
所
以
で
あ
る
の
は
い
5
ま
で

も
な
い
。
こ
の
点
に
閣
連
し
て
、
法
制
史
的
に
は
、

ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ソ
の
一
つ
の
特
殊
な
形
態
た
る

中
世
都
市
の
成
立
に
あ
た
ワ
て
も
、
現
在
の
場
合
と

立
場
は
異
る
に
せ
よ
、
戦
後
、
誓
約
団
体
起
源
説
を

否
定
す
る
よ
5
な
研
究
が
多
数
．
出
て
い
る
の
も
見
逃

せ
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、
こ
5
し
た
い
き
方
を
そ
の
ま
ま
押
し

進
め
る
の
は
、
若
干
の
稔
嫌
な
し
と
し
な
い
。
契
約

原
理
を
本
旨
と
す
る
近
代
法
の
場
合
で
も
、
法
律
的

平
等
は
一
つ
の
想
宛
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

（410）



ラ
ン
ト
・
フ
リ
ー
デ
ン
魔
下
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
必

ず
し
も
寛
還
し
て
い
な
い
こ
と
、
宣
誓
の
強
制
と
い

う
事
実
が
あ
っ
た
な
ど
の
理
由
か
ら
、
単
・
に
理
念
的

な
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
平
和
運
動
の
宣
誓
契
約
原
理

を
全
颪
的
に
否
定
す
る
こ
と
は
、
果
し
て
正
し
い
か

ど
う
か
一
考
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。
平
和
運
動
に

お
け
る
宣
誓
が
ぎ
票
ぎ
蓬
く
で
あ
っ
た
か
創
。
乙
9
．
p
，

ぎ
「
ぎ
ゴ
で
あ
っ
た
か
と
い
5
こ
と
だ
け
で
な
く
、
「
平

和
令
」
発
布
の
主
体
者
と
な
っ
た
国
家
が
、
い
か
な

る
理
由
で
、
ま
た
、
い
か
に
し
て
、
こ
・
つ
し
た
宣
誓

を
自
ら
の
平
和
運
輸
に
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
か
、
具
体
的
転
機
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
必
要

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
点
、
ゲ
ル
ソ
フ
ー
ベ

ル
と
は
対
黙
的
な
見
解
を
と
ら
れ
る
戦
乱
教
授
が
、

今
後
、
そ
の
学
説
を
い
か
に
展
開
さ
れ
る
か
に
興
昧

を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
（
工
山
ハ
五
百
八
・
郭
一
柵
隅
一
一
八
八
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
i
鯖
田
　
豊
之
1

　
一
く
【
一
跨
Φ
像
O
Q
影
一
瓢
ポ

　
》
降
崩
8
昌
○
導
8
0
8
σ
q
養
ン
び
図

　
　
　
O
h
O
μ
δ
曽
瞥
匂
d
甑
叶
鉱
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
も
り

讐
者
は
現
在
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
大
学
専
任
識
…
師
の
螂
職

轡

響

に
あ
り
、
他
に
も
O
。
o
喫
p
℃
ξ
謬
島
臼
o
H
b
o
艮
。
口

o
h
冒
魯
譲
受
℃
一
〇
q
ゼ
の
著
書
を
四
つ
経
済
地
理
学

の
新
進
学
徒
で
あ
る
。

　
本
書
に
於
て
扱
わ
れ
る
地
理
的
範
闘
は
題
名
の
示

す
如
く
、
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ボ
・
ウ
エ
～
ル
ズ
・
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
を
含
む
O
お
舞
単
ぎ
鉱
で
あ
る
。
内
容

は
大
別
し
て
コ
部
に
分
れ
、
英
国
経
済
の
成
立
史
に

属
す
る
館
一
部
一
七
三
頁
と
、
現
在
の
英
国
の
経
済

地
域
に
関
す
る
研
究
の
第
コ
部
五
一
ご
二
頁
よ
り
成

る
。
第
一
部
に
湿
て
は
先
ず
農
業
を
、
次
い
で
工
業

・
貿
易
・
交
通
を
扱
い
、
第
二
部
に
於
て
は
更
に
そ

れ
ら
の
項
欝
が
紬
分
さ
れ
て
、
耕
種
農
業
・
牧
畜
業

。
石
炭
産
業
・
鉄
鋼
業
・
技
術
要
素
・
羊
毛
業
・
綿

一⊥

ﾆ
・
皮
革
工
騨
果
・
製
掃
初
叢
小
・
製
バ
ソ
業
・
内
㈱
雌
及

び
海
洋
輸
送
に
亘
っ
ぱ
」
考
察
さ
れ
、
最
後
に
現
在
の

莫
国
経
済
に
於
け
る
海
外
貿
易
の
意
昧
が
論
ぜ
ら
れ

て
巻
を
閉
じ
て
い
る
。

　
本
書
を
貫
く
立
場
は
、
経
済
地
理
掌
を
飽
く
迄
地

理
学
を
構
成
す
る
一
要
素
で
あ
る
と
し
、
呉
体
的
に

は
経
済
生
活
…
の
分
布
類
型
や
織
…
造
類
型
を
分
析
す
る

こ
と
を
使
命
と
す
る
と
主
張
す
る
。
而
し
て
経
済
生

活
ほ
一
般
に
自
然
・
按
術
。
電
化
・
政
治
な
ど
の
種

々
複
合
せ
る
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
為
、
分
析

の
対
象
は
あ
ら
ゆ
る
輿
象
に
広
く
求
む
べ
き
で
あ
る

と
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
様
な
事
象
は
、
社
会
現
象

の
中
に
於
て
そ
れ
ぞ
れ
凝
る
一
定
の
鋤
…
き
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
こ
の
様
な
働
き
と
し
て
認
識
さ
れ
る
経

済
現
象
の
分
布
類
型
こ
そ
経
済
地
理
学
の
基
礎
的
な

対
象
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
二
〇
世
紀
の
耕
種
農
業
は
多
く
の
点
で
中

世
の
そ
れ
に
正
確
に
つ
な
が
る
反
面
、
雲
ー
ク
ス
利

用
の
製
鉄
業
が
、
そ
の
先
駆
的
な
形
態
で
あ
る
木
炭

製
鉄
業
と
完
全
に
異
っ
た
分
布
型
を
示
し
、
叉
今
日

の
瓢
可
ラ
ー
製
粉
機
も
、
一
九
世
紀
初
頃
の
村
落
に

み
ら
れ
る
製
務
機
の
分
布
と
極
め
て
著
し
い
対
照
を

示
す
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
中
世
と
殆
ん
ど
変
ら
ぬ
地

域
的
分
布
を
示
す
場
合
や
、
そ
れ
自
ら
吟
進
歩
に
よ

る
地
域
急
な
変
動
の
惹
起
な
ど
、
そ
の
発
展
の
仕
方

は
常
に
或
る
プ
ロ
セ
ス
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
英
国
経
済
の
全
域
に
あ
た
ワ
て
極

め
て
｛
複
雑
な
地
域
朗
変
異
を
示
し
て
居
り
、
経
済
地

域
の
把
握
と
聾
も
こ
の
様
な
変
化
の
過
程
を
把
え
ず

に
ば
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
様
な
立
場
か
ら
第
一
部

に
見
ら
れ
る
様
な
三
一
的
な
見
解
が
必
須
の
要
素
と

し
て
強
く
要
請
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
様
な
理
解
の
仕
方
は
、
理
論
的
に
は
先
史
時
代
に

一
〇
一
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